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口
　
絵
　
　
三
井
銀
行
京
都
支
店
（
新
町
通
六
角
下
ル
）
の
店
内
風
景

明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
ま
で
三
井
銀
行
京
都
支
店
は
新
町
通
六
角
下
ル
の
元
・
京
両
替
店
（
三
井
両
替
店
の
京
都
店
）
の
建
物

を
利
用
し
て
営
業
し
て
い
た
。
今
回
口
絵
で
紹
介
す
る
の
は
、
新
町
六
角
時
代
の
店
内
の
様
子
を
残
し
た
イ
ラ
ス
ト
と
写
真
で
あ
る
。

第
1
図
は
時
期
不
明
な
が
ら
店
内
の
様
子
全
体
で
、
手
前
が
新
町
通
り
に
面
し
た
待
合
所
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の
奥
が
執
務
ス
ペ
ー
ス
で
あ

る
。
待
合
所
に
は
長
椅
子
が
複
数
置
か
れ
て
い
て
、
大
勢
の
利
用
者
が
待
っ
て
い
た
り
、
用
事
を
済
ま
せ
た
り
し
て
い
る
。
執
務
ス
ペ
ー

ス
で
は
大
勢
の
銀
行
職
員
が
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
子
供
の
姿
も
数
名
み
え
る
。

第
2
図
・
第
3
図
は
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
一
月
四
日
の
店
内
の
様
子
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
写
真
右
手
が
新
町
通
り
に
面
し
て

い
る
。
写
真
奥
に
小
さ
く
時
計
が
写
っ
て
い
て
、
第
2
図
は
一
〇
時
一
〇
分
、
第
3
図
は
一
四
時
三
〇
分
を
指
し
て
い
る
。
新
年
早
々
終

日
大
勢
の
利
用
者
が
訪
れ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
店
内
の
人
物
の
大
半
が
ぼ
や
け
て
写
っ
て
い
る
な
か
、
第
2
図
手
前
で
背
を
向

け
て
い
る
人
物
の
み
く
っ
き
り
写
っ
て
い
る
。
彼
は
下
京
警
察
署
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
巡
査
で
、
第
1
図
で
も
右
端
に
い
す
に
座
っ
て

い
る
巡
査
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
当
時
の
銀
行
の
様
子
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
だ
ろ
う
。�

（
下
向
井
　
紀
彦
）

（
出
所
）

第
1
図
「
預
金
問
答
（
三
井
銀
行
京
都
支
店
執
務
の
模
様
）」

　
　
　（
三
井
文
庫
所
蔵
参
考
図
書
　
Ｄ
六
六
〇
―
一
五
―
六
）

第
2
図
・
第
3
図
「
明
治
三
十
一
年
一
月
四
日
・
銀
行
の
盛
況
」

　
　
　（
三
井
文
庫
所
蔵
未
整
理
史
料
）

参
考
図
「
三
井
銀
行
京
都
支
店
店
頭
之
図
」

　
　
　（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
　
写
一
八
二
七
―
一
）

参考図　三井銀行京都支店外観


